
【単元の評価規準】

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に取り組む態度】

➀働くことの意味について，収入を得るため以外に

も，自分自身や他人のためになっていること，地

域社会のためになっていることに気づいている。

➁今後の自分自身の生き方に深く関わっていること

を理解している。

➀他者に自分の考えが伝わるように，目的に合わせ

て情報を分類している。

➁相手や目的に応じて自分自身の考えをまとめ，適

切な表現をしている。

➀課題解決に向けて見通しをもち，粘り強く取り組

み，自身の活動を振り返りながら次時の活動に生

かそうとしている。

➁仕事と自分との関わりに関心を持ち，今後の学習

や生活の在り方を積極的に考えようとしている。

期待する姿を実現した子どもの振り返りとその要因 第1学年 総合的な学習の時間

【単元の目標】
「働く意義」や「生き方」ついて，講義や体験活動，調べ学習での学びをポスターにまとめ，共有する活動を通して，働くことの意義や社
会のルール・マナーを守ることの大切さを知り，今後の学習や生活の在り方を積極的に生かすことができるようにする。

【要因】【子どもの振り返り】
➀ゲストティーチャーの講義や体験活動，調べ学習による
学びをポスターにまとめ，共有する場面を設定することに
よって，自分の考えと他者の考えを比較し，これまで持っ
ていた価値を深めたり，新たな価値に触れたりすることに
つながったと考えられる。

②考えの共有によって深められた価値を振り返り，
再度，得られた情報を整理することで，職業人と
して必要な資質や能力を分析し，ライフプランの
作成に活用することができたと考えられる。

本単元では各教科との連携として，
国語科において考えを整理する方法
（ポスターセッションを採用）を用い
たり，家庭科において家事体験や弁
当づくりの方法を活用したりした。教
職員間の情報交換や教育課程の共
通理解を行えたことで，事前にどの
タイミングでどの学習を行うと有効か
判断することができたといえる。

【言えそうなこと】

まとめ・表現プロセスにおいては、
学年総合の利点を活かして，他の
学級の生徒との交流をすることで，
考えを広げたり，深めたりすることに
つながると考える。



期待する姿を実現した子どもの振り返りとその要因 第2学年 総合的な学習の時間

【単元の目標】
自分たちの住んでいる大分について、SDGｓの視点からグループごとに課題を設定し、調べ学習や発表する活動を通して、大分には
様々な魅力があることに気付き、望ましい社会の在り方とそこで生きる自分の姿をイメージすることができる。

単元の評価規準【主体的に
学習に取り組む態度】

小単元１ 小単元２

自他の意見や考えやよさを生かし
ながら、大分の魅力発信に向け、
協働して学び合おうとする

大分の魅力について、調べたいとこ
を明確にして、発表原稿を作成し
ようとしている

①班別発表会で他のクラスからの意見を参考にグループのメンバーと協力し、
学習発表会に向けてスライドを作成しようとしている
②大分と自分との関わりに関心をもち、今後の学習や生活の在り方を積極
的に考えようとしている。

【要因】 ※教師の手立て（指導の立場からの分析）【子どもの振り返り】写真またはテキスト

②学習発表会に向けて、班別発表会（中間発表）を行った。明確な根拠を示して発表して
いるか、スライドの見やすさ、発信する表現力等の視点で班ごとにアドバイスをし合う機会を
もった。このことで、最後の発表に向けて改善・修正を図ることができた。

【言えそうなこと】
①端末を活用し、SDGｓの視点から大分の魅力や課題について
４人班で調べ学習をした。また、この単元の前には全ての班で大
分の農業の課題についてに調べ、発表までの手順を示した。その
ことが、この単元において、調べ学習→発表までの流れの見通し
につながった。

最後に振り返りをした
時に、来年度も大分の
ことについて調べたい
という意見が多く見ら
れた。来年度も生徒の
発想を大切にし、主体
的・創造的な学習活動
を展開していきたい。



期待する姿を実現した子どもの振り返りとその要因（例） 第３学年A組 総合

【単元の目標】
10年後の２５歳をよりよく生きるための資質・能力を，現代社会の課題について調べたり，メッセージ動画を制作し

たりする活動を通して，情報を収集し，１５歳の自分を見つめなおすとともに，地域社会の一員として主体的に行動す
る自己実現力を身に付ける。

単元の評価規準

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に取り組む態度】

➀10年後をより良く生きるための資質・能力につ

いて，自分自身や他人のためになっていること，

地域社会のためになっていること，それらは自己

の成長とともに見出すことができることに気付い

ている。

➁収集した情報を手際よく分類し，分かりやすい方

法で表している。

➀10年後をより良く生きるための 資質・能力に

ついて，現代社会との関わりの中から課題を設定

し，見通しをもっている。

➁他者に自分の考えが伝わるように，目的に合わせ

て情報を分類したり，効果を意識して表現方法を

組み合わせたりしている。

➂相手や目的に応じて自分自身の考えをまとめ，適

切な表現をしている。

➀課題解決に向けて見通しをもち，粘り強く取り組

み，自身の活動を振り返りながら次時の活動に生

かそうとしている。

➁10年後に向けての資質・能力と自分との関わり

に関心をもち，今後の学習や生活の在り方を積極

的に考えようとしている。

【要因】【子どもの振り返り】

➀ゲストティーチャーの講義や中間発表会を設定によって，
自分たちの計画や実際の動画について振り返ることがで
き，他者に自分の考えが伝わるような表現方法の改善
につながったと考えられる。

②動画と課題を他県の中学校の生徒と共有し，意見
を交換する場を設定したことで，10年後に向けて
の資質・能力と自分との関わりに関心をもち，今
後の学習や生活の在り方を積極的に考えることが
できたと思われる。

まとめ・表現プロセスにおいては、
相手意識・目的意識を明確にもた
せるとともに、多様な他者との交流
による外部評価（フィードバック）
と、それを整理・分析して具体的な
改善方策を見いだす場の設定が重
要ではないか。

【言えそうなこと】


